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OLYMPUS Stream のマニュアル 
1 OLYMPUS Stream のマニュアル

OLYMPUS Stream ソフ トウェアのマニュアルは、クイックセッ トアップガイ ド、本書 ( インス トー
ルマニュアル )、 オンラインヘルプ、 ユーザーマニュアル、 データベースマニュアルから構成され
ています。 
クイックセッ トアップガイ ドは、 本ソフ トウェアに同梱されています。 ここには、 ソフ トウェアの
アクテ ィベーシ ョ ンやシステム要件に関する重要な情報が記載されています。 
本インストールマニュアルには、 OLYMPUS Stream のインストール、 設定、 アンインス トール方
法が記載されています。 システム要件と、 ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン、 ディアクテ ィベー
シ ョ ンに関する追加情報も記載されています。 
ユーザーマニュアルには、製品とユーザーインターフェイスに関する説明が記載されています。操
作手順の詳しい説明が記載されているため、本ソフ トウェアの重要な操作手順をすぐに学ぶことが
できます。 本ソフ トウェアのインストールフォルダに PDF 形式のマニュアルがあります。

オンラインヘルプでは、本ソフ トウェアのすべての要素の詳細なヘルプが提供されています。 コマ
ンド、 ツールバー、 ツールウィンドウ、 およびダイアログボックスごとにヘルプ ト ピックがありま
す。ヘルプを表示するには、シ ョート カッ トキー [Shift + F1] を押します。または、ダイアログボッ
クスが表示されている場合、 ダイアログボックスの右上にある疑問符をクリ ックすると、 そのヘル
プページが表示されます。

本ソフ トウェアを初めて使用するユーザーは、 ユーザーマニュアルで製品の概要を理解し、細かな
疑問についてはその後オンラインヘルプを参照することをお勧めします。

データベースマニュアルは、 OLYMPUS Stream データベースのユーザーおよび管理者が参照する
マニュアルです。 データベースの動作と、 データベースの設定および管理方法についての説明が記
載されています。本ソフ トウェアのインストールフォルダに PDF 形式のマニュアルがあります。現
在、 データベースマニュアルは、 英語、 ドイツ語、 フランス語版が提供されています。 上記の言語
以外の OLYMPUS Stream 製品をインストールした場合は、 英語の PDF ファイルがインストール
されます。 
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システム要件
2 システム要件

OLYMPUS Stream を実行するには、 以下のシステムが必要です。 

CPU Intel Core i5, i7 ( 推奨 )
Intel Core 2Duo ( 最小 )

オペレーティングシ
ステム

Microsoft Windows 8.1 Pro (32 ビッ ト / 64 ビッ ト )
Microsoft Windows 7 Ultimate / Professional SP1(32 ビッ ト /64 ビッ ト )
Microsoft Windows Server 2012
Microsoft Windows Server 2008 R2
Microsoft Windows Server 2008

RAM 8 GB ( 推奨 )
3 GB ( 最小 )

グラフ ィ ッ クカード 2048 MB RAM ( 推奨 )
512 MB RAM ( 最小 )

画面解像度 1280x1024、 32 ビッ トグラフ ィ ックカード

ハードディスクの空
き容量

本ソフ トウェアをインス トールするには、 ハードディスクに 2.4 GB  の空
き容量が必要です。 OLYMPUS Stream をインス トールした PC に、
OLYMPUS Stream で作成したデータも保存する場合は、 適切な容量 ( 少
な く とも  50 GB) を備えたハードディスクが必要になります。

ポート デュアルレイヤ DVD ド ライブ
お使いのカメラ用の USB 3.0 ポート、 USB2-ICH7 または FireWire 
(IEEE1394) ポート
電動またはコード式顕微鏡およびステージ、 レボルバ、 ズームエンコーダ
用 USB2-ICH7 ポート、 COM ポート  (RS232)。 詳細については、 対応する
各デバイスのマニュアルを参照して ください。

レポート作成用ソフ
トウェア

OLYMPUS Stream でレポート操作を行なう場合、 レポートの表示および
編集用に MS Word、 MS PowerPoint、 MS Excel が必要です。 このため、
Microsoft Office 2013 (SP1)、 2010 (SP2) または 2007 (SP3) が必要となり
ます。 OLYMPUS Stream をインス トールする前に、 Microsoft Office をイ
ンス トールして ください。
OLYMPUS Stream Start ソフ トウェアパッケージの場合は、 レポート生
成機能が搭載されていないため、 Microsoft Office は不要です。
(OLYMPUS Stream Start から MS Excel に計測結果をエクスポートする
場合は、 PC に MS Excel をインス トールしてお く必要があります。 )

Web ブラウザ Microsoft Internet Explorer 8、 9、 10、 11

データベース管理シ
ステム

Microsoft SQL Server 2014 Express 
Microsoft SQL Server 2012 Express
Microsoft SQL Server 2008 Express 
Microsoft SQL Server 2005 Express 
(Microsoft SQL Server 2012 Express は、 OLYMPUS Stream セッ トアップ
からインス トールできます。 ) 
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はじめに 
3 はじめに

1) 本ソフ トウェアをインス トールするには、 有効なライセンスキーが必要です。 ライセンスキー
を含む証明書は紛失しないようにして ください。

2) インス トールに使用するユーザーアカウン トが 「コンピュータの管理者」 と して登録されてい
ないと、 本ソフ トウェアをインス トールすることはできません。
ユーザーアカウン トが 「制限付きアカウン ト」 で登録されている場合は、「コンピュータの管理
者」 に変更して ください。
（ユーザーアカウン トの登録については、お使いのコンピュータの説明書を参照して ください。）

3) 画像データが予期せぬ損傷を被る場合があります。 データは定期的にバックアップして くださ
い。

4) 注 : ライブ画像を表示中にカメラケーブルを抜く と、ライブ画像が停止します。カ メ ラケーブル
を再度差し込んでも、 画像は停止したままとなります。 この場合、 OLYMPUS Stream を再起
動し、 再度ライブ画像を開始します。

5) OLYMPUS Stream を同時に複数起動することはできません。

6) タイムラプス画像の取り込み時には、 PC でウィルススキャンを実行しないで ください。 ウィ
ルススキャンにより  PC のパフォーマンスが悪化して、 画像を適切に取り込めない可能性があ
ります。

7) 本ソフ トウェアをインス トールする前に、 制御対象の各デバイスのインストールマニュアルを
読んで ください。 また、 顕微鏡など接続したデバイスの操作方法に関する情報については、 該
当するデバイスのマニュアルを参照して ください。

8) インス トール時に Code meter という ソフ トウェアがインストールされます。この Code meter
はソフ トウェアのライセンス管理をしているため、 不用意にアンインストールや、 フォルダお
よびファイルの削除 ・ 名前の変更を行わないで ください。 ソフ トウェアが起動しな く なる場合
があります。

9) Windows に標準で設定できるシステムの保護(復元ポイン トの作成)については、Code meter で
管理しているソフ トウェアのライセンス管理に影響する場合があります。 復元機能によりシス
テムを復元後、 ライセンスの認証に失敗した場合は、 オリンパスの販売店へご連絡ください。
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ソフ トウェアとカ メ ラ ド ライバのインストール
4 ソフ トウェアとカメ ラ ド ライバのインストール 

このセクシ ョ ンでは、 Windows 7 でのインス トール手順について説明しています。 Windows 8 を
使用している場合でも、 手順はほとんど変わりません。

4-1 ソフ トウェアのインストール

インストール時には、 以下を準備します。
• DVD-ROM

• メインのライセンスキーを含む証明書

• 追加のソリューシ ョ ンのライセンスキーを含む証明書 (追加のソリューシ ョ ンの購入者のみ)
• USB メモリ等の記憶媒体 ( 本ソフ トウェアをインストールする PC がインターネッ トに接続

できない場合のみ )

1) 実行中のアプリケーシ ョ ンがある場合は、 すべて閉じます。 

2) 提供された DVD を DVD ド ライブに挿入します。
➤ インストールプログラムは自動的に開始します。 PC の自動実行機能が無効である場合は、

setup.exe ファイルをダブルクリ ックします。 
➤ [ 処理の選択 ] ダイアログボックスが表示されます。 

3) [ イメージングソフ トウェアのインストールまたはメンテナンス ] オプシ ョ ンを選択します。
➤ 次のダイアログボックスが表示されます。
➤ [ 処理の選択 ] ダイアログボックスは、 バックグラウンドで開いたままとなっています。 ソ

フ トウェアをインストールした後で、 このダイアログボックスの [ サンプルデータまたは
ツールのインストール ] オプシ ョ ンを選択し、 データやツールを追加でインストールする
ことができます。

4) ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ンを行います。アクテ ィベーシ ョ ンについては、11 ページの
「ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン」 を参照して ください。

5) ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ンが正常に終了したら、 引き続きソフ トウェアのインストー
ルを行います。
➤ インストールウィザードにより、 ソフ トウェアのインストールが実行されます。 インス

トールウィザードの指示に従い、 必要な情報を入力して、 [ 次へ >] ボタンをクリ ックして
処理を続けます。
以下に、 インス トールウィザードのい くつかのダイアログボックスを示します。

PC に カメ ラを接続する前に、 OLYMPUS Stream をインス トールして ください。

ソフ トウェアをインストールする際は、 管理者として PC にログオンして ください。
7



ソフ トウェアのインストール 
6) ライセンス契約を読みます。 同意する場
合は [ はい ...] オプシ ョ ンを選択し、 [ 次
へ >] ボタンをクリ ックします。

7) [ 画像入力源の選択 ] ダイアログボックス
が表示されるまで、 指示に従って処理を
進めます。 このダイアログボックスには、
本ソフ トウェアパッケージでサポート さ
れているすべてのカ メ ラのリス トが表示
されます。 左側の製造元を選択し、 右側
のリス トから  OLYMPUS Stream で使用
するカ メ ラの横にあるチェ ッ クボッ クス
を選択します。 複数のカ メ ラを選択でき
ます。
➤ DP21 または DP26 カメ ラを選択した

場合、 デフォルトの IEEE1394 デバイ
スド ライバがオリンパス固有の 
IEEE1394 デバイスド ライバに置き換
えられます。 このため、 このコン
ピュータで、 標準の IEEE1394 デバイ
スド ライバを必要とする別のデバイス
を使用するには、 IEEE1394 ボードを
も う  1 枚設置する必要があります。

➤ ここで FireWire カメ ラを選択した場
合、 次の手順で [Thesycon IEE1394 
Bus-Hostcontroller] デバイスド ライバ
をインストールするかどうかを尋ねる
メ ッセージが表示されます。選択した 
FireWire カメ ラを使用するには、 この
デバイスド ライバをインストールする
必要があります。 
8



ソフ トウェアのインストール
8) [ 次へ >] ボタンをクリ ックし、インストー
ルウィザードの指示に従います。 [ データ
ベース ] ダイアログボッ クスが表示され
ます。 このコンピュータにご自身のデー
タベース管理システムをインス トールす
るかどうかをここで決定します。 
• PC にデータベース管理システムをイ

ンス トールしない場合は、 [LAN 上の
データベースサーバーを使用する ] オ
プシ ョ ンを選択します。 たとえば、 別
の PC がデータベースサーバーと して
定義され、 すべてのデータベースが
ネッ トワーク内で設定されている場合
に、 このオプシ ョ ンが役立ちます。 ま
た、 既に PC にインス トールされてい
るデータベース管理システムを使用す
る場合にも、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。

• PC にデータベース管理システムをイ
ンストールする場合は、[ データベース
サーバーをローカルにインス トールす
る ] オプシ ョ ンを選択します。 これに
よ り、 後でローカルの PC にデータ
ベースを設定できるよ うになります。
このため、 インス トール時間が長く な
ります。 

➤ この場合、 インストールウィザードで
[Microsoft SQL Server の設定 ] ダイア
ログボックスが表示されます。 システ
ム管理者のパスワードを入力します。
このパスワードは忘れずにメモして く
ださい。

➤ OLYMPUS Stream のインストールが
完了した後で、 MS SQL Server 2012 
データベース管理システムのインス
トールが開始します。
9



ソフ トウェアのインストール 
9) [ データベース ] ダイアログボックスがも
う  1 つ表示されます。 標準のデータベー
スを定義するかどうかをここで決定しま
す。 
➤ ここで選択したデータベースが、今後 

OLYMPUS Stream を開始した際に自
動的に開きます。

10)[ 次へ >] ボタンをクリ ックし、インス トー
ルウィザードの指示に従います。

11)左側のダイアログボッ クスが表示された
ら  [ 完了 ] ボタンをクリ ックします。
➤ [ データベースサーバーをローカルに

インストールする ] オプシ ョ ンを選択
した場合、 ここでデータベース管理シ
ステムのインストールが始まります。
最初に、 必要なデータが解凍されま
す。 この処理には数分かかります。 次
に、 [SQL Server 2012 Setup] ダイアロ
グボックスが表示され、 インス トール
進捗状況として現在の情報が表示され
ます。 インス トールの最後に、 PC の
再起動が必要になることがあります。
その場合は、 再起動して ください。

12)インス トールの最後に [ 閉じる ] ボタンを
クリ ックします。
10



ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン
4-2 ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン

ソフ トウェアアクテ ィベーシ ョ ンの目的

これからインストールする、または既にインストールしたソフ トウェアを今後ずっと使用できるよ
うにソフ トウェアのロックを解除する処理を、 ソフ トウェアアクテ ィベーシ ョ ンと言います。以前
はソフ トウェアの不正使用を防ぐためにハードウェアドングルを使用していましたが、現在は電子
的にアクテ ィベーシ ョ ンを行うようになりました。通常、 ライセンスのアクテ ィベーシ ョ ンはソフ
トウェアのインストール開始時に実行されます。 しかし本ソフ トウェアは、 インストール後 30 日
以内であれば、 後からアクテ ィベーシ ョ ンを行う こ と もできます。 ソフ トウェアのアクテ ィベー
シ ョ ンが完了すると、Olympus 社のセン ト ラルアクテ ィベーシ ョ ンサーバーに登録された有効なソ
フ トウェアライセンスを入手できます。 

4-2-1 アクテ ィベーシ ョ ンの方法
アクティベーシ ョ ンの実施方法はインターネッ ト接続の有無と、使用する PC によって異なります。
アクテ ィベーシ ョ ンの方法は 3 種類あります。

1) インターネッ トベースでのアクテ ィベーシ ョ ン
➤ ソフ トウェアを実行する PC がインターネッ トに接続されている場合、 アクテ ィベーシ ョ

ンはインターネッ ト経由で自動的に行われます。 もっとも早く手軽なため、 ほとんどの場
合この方法がとられます。

2) ファイルベースでのアクテ ィベーシ ョ ン
➤ ソフ トウェアを実行する PC がインターネッ トに接続されていない場合、 インターネッ ト

に接続されている別の PC を使ってアクテ ィベーシ ョ ンを行います。

3) コードベースでのアクテ ィベーシ ョ ン
➤ 文字コードの転送と入力によりアクテ ィベーシ ョ ンを実行することもできます。 スマート

フォンなどの携帯機器の使用、 またはアクテ ィベーシ ョ ンホッ ト ラインへ電話することで
実行できます。 入力するコードが非常に長いので、 この方法はインターネッ トに接続して
いる PC がどう しても見つからない場合にのみ使用して ください。

いずれの方法でアクティベーシ ョ ンを行っても、 クライアン ト  PC とアクテ ィベーシ ョ ンサーバー
間で交換されるデータは基本的に同じです。 データには個人情報は一切含まれません。
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ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン 
ソフ トウェアアクテ ィベーシ ョ ンの際に交換されるデータ  

C = クライアン ト  PC、 A = Olympus アクテ ィベーシ ョ ンサーバー、 1 = 要求ファイル、 2 = プロセ
スファイル

インターネッ トベースのアクティベーシ ョ ンでは、 要求ファイル (RAF ファイル ) が、 自動的にイ
ンターネッ ト経由で Ｏ lympus のセン ト ラルアクテ ィベーシ ョ ンサーバーに送られます。 ライセン
スが識別可能で有効化できるものであれば、 サーバーは自動的にプロセスファイル (PAF ファイル
) を送り返します。 

C = クライアン ト  PC、A = Olympus アクテ ィベーシ ョ ンホッ ト ライン、1 = コード  A、2 = コード  B
フ ァ イルベースのアクテ ィベーシ ョ ンでも要求フ ァイルが転送されます。 しかし この方法では、
フ ァイルはアクテ ィベーシ ョ ンサーバーへの手動アップロードおよびダウンロードにより転送さ
れます。 
コードベースの有効化では、有効化ホッ ト ラインへの電話などを利用し、文字コードを交換します。
12



ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン
ライセンスキーの重要性

ソフ トウェアをインス トールする際にはライセンスキーの入力が必要となります。有効なライセン
スキーがなければ、 ソフ トウェアをインス トールできません。 
ライセンスキーは本ソフ トウェアに同梱されたライセンス証明書に記載されています。 

ライセンス証明書のイラスト。 ソフ トウェアのインストールに必要なライセンスキーは楕円で囲
まれています。

アクテ ィベーシ ョ ンを実行すると、アクテ ィベーシ ョ ンサーバーがライセンスの有効性を確認しま
す。 ライセンスが有効であった場合、 アクテ ィベーシ ョ ンサーバーは確認ファイル ( インターネッ
トベースのアクテ ィベーシ ョ ンの場合は PAF ファイル ) を送り返します。 インターネッ トに接続
した PC であれば、 この処理は自動的に行われ、 通常数秒で完了します。

1 つのソフ トウェアには、 対応するライセンスキーが 1 つだけ設定されています。 ソリューシ ョ ン
と呼ばれるオプシ ョ ンのソフ トウェアも一緒に購入した場合、各ソリューシ ョ ン用に別途ライセン
ス証明書およびライセンスキーが付与されています。 インス トールの際には、 これらのライセンス
キーも入力する必要があります。

ソフ トウェアをアクテ ィベートするタイ ミング

ソフ トウェアは、 インス トールしただけでは自動的にアクテ ィベート されません。 インス トールの
際にアクテ ィベート しなかった場合は、 インス トール後 30 日以内にアクテ ィベートする必要があ
ります。 アクテ ィベーシ ョ ンを行わなかった場合、 その期間を過ぎるとソフ トウェアを使用するこ
とができな く なります。 この期間中は、 アクテ ィベーシ ョ ンを促すメ ッセージがアクテ ィベーシ ョ
ンを完了するまで毎日表示されます。 
[ ヘルプ ] > [ ライセンスのアクテ ィベーシ ョ ン ] コマンドを実行して、 本ソフ トウェアのライセン
スをアクテ ィベートすることができます。 このコマンドは、 ライセンスがアクテ ィベート されてい
ない場合にのみ使用できます。 
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ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン 
4-2-2 インターネッ トベースでのソフ トウェアアクテ ィベーシ ョ ン 
OLYMPUS Stream を使用する PC がインターネッ ト接続されている場合、 この PC から直接アク
テ ィベーシ ョ ンを実行できます。 ライセンス証明書をお手元にご用意ください。

ソ フ ト ウェアのインス トールを開始すると、
自動的に [ ライセンスキーの入力 ] ダイアログ
ボックスが表示されます。

1) ライセンス証明書に記載されたライセン
スキーを入力します。 
➤ ライセンスキーが複数ある場合 ( 追加

のソリューシ ョ ン用など ) はすべて入
力して ください。 

2) [ 次へ >] ボタンをクリ ックします。 

3) 表示された [ ライセンスの有効化 ] ダイア
ログボッ クスで、 あらかじめ設定されて
いる [ 今すぐ有効化 ( 推奨 )] オプシ ョ ンの
まま [ 次へ ] ボタンをクリ ックします。

4) [ 有効化サーバーへの接続 ] ダイアログ
ボックスで [ サーバーへの接続 ] ボタンを
クリ ックします。
➤ PC がアクテ ィベーシ ョ ンサーバーに

接続し、 データが交換されます。 この
処理はバックグラウンドで行われま
す。 この処理には数秒かかります。 こ
の処理は中断しないようにして くださ
い。

➤ アクテ ィベーシ ョ ンサーバーに接続で
きない場合は、 オリンパスの販売店へ
ご連絡ください。

➤ ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ンが
完了すると、 左側のダイアログボック
スが表示されます。 

➤ HTML ファイルがデスク ト ップに保存
されます。 このファイルには、 ライセ
ンスに関する重要な情報が記載されて
います。

5) この HTML ファイルを印刷します。また、
このファイルを別の PC に保存して、いつ
でもこの情報を参照できるよ うにしてお
きます。

6) [次へ ] ボタンをクリ ックして、ソフ トウェア
のインストールを続けます。 
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ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン
4-2-3 ファイルベースでのソフ トウェアアクテ ィベーシ ョ ン
OLYMPUS Stream を実行する PC がインターネッ トに接続されていない場合、 インターネッ トに
接続されている別の PC を使ってアクテ ィベーシ ョ ンを行います。 
そのためには 1 台目の PC にソフ トウェアをインス トールし、 2 台目の PC （インターネッ ト接続
あり ) を使って Olympus 社のセン ト ラルアクテ ィベーシ ョ ンサーバーとデータを交換します。 ラ
イセンス証明書をお手元にご用意ください。

ソフ トウェアのインス トールを開始すると、
自動的に [ ライセンスキーの入力 ] ダイアロ
グボックスが表示されます。

1) ライセンス証明書に記載されたライセン
スキーを入力します。 
➤ ライセンスキーが複数ある場合 ( 追加

のソリューシ ョ ン用など ) はすべて入
力して ください。 

2) [ 次へ >] ボタンをクリ ックします。 

3) 表示された [ライセンスの有効化] ダイア
ログボックスで、 あらかじめ設定されて
いる [ 今すぐ有効化 ( 推奨 )] オプシ ョ ン
のまま [ 次へ ] ボタンをクリ ックします。

4) [ 有効化サーバーへの接続 ] ダイアログ
ボックスで [ サーバーへの接続 ] ボタン
をクリ ックします。
➤ PC は次にアクテ ィベーシ ョ ンサー

バーへの接続を試みます。 接続に失
敗するため、 左側の [ 有効化ファイル
の交換 ] ダイアログボックスが表示さ
れます。

5) [要求ファイルの保存 ] ボタンをクリ ック
します。 インターネッ ト接続されている
2 台目の PC からアクセスできる場所に
要求ファイルを保存します ( ネッ トワー
ク ド ライブ上や USB メモリなど )。 
➤ 要求ファイルの拡張子は RAF 

(request activation file) です。
➤ [ 有効化ファイルの交換 ] ダイアログ

ボックスはこの後の操作で使用しま
すので、 閉じないで ください。

6) 2 台目の PC に移動し、 インターネッ ト
ブラウザを起動して、 次のアドレスを入
力します。 

http://www.olympus-sis.com/file-activation/
➤ 次のサイ トが表示されます。
➤ 手順 6)～10) の間はインターネッ トブ

ラウザを閉じないで ください。 また、
インターネッ トブラウザ上で [ 進む ]、
[ 戻る ]、 [ 更新 ] の操作をしないで く
ださい。
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ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン 
7) 必要に応じて、 サイ トの言語を変更でき
ます。

8) [ 参照 ...] ボタンをクリ ックして、 要求
ファイルを選択します。 [ アップロード
>] ボタンをクリ ックします。
➤ サイ トが更新されます。 この処理に

は数秒かかります。

9) [ プロセスファイルのダウンロード ..] ボ
タンをクリ ックします。 ダウンロード し
たフ ァ イルを、 OLYMPUS Stream をイ
ンス トールした PC からアクセスできる
場所に保存します ( ネッ トワーク ド ライ
ブ上や USB メモリなど )。 
➤ ダウンロード したファイルの拡張子

は PAF （processed activation file) で
す。

➤ プロセスファイルのダウンロード完
了後、 ユーザー登録を行う ことがで
きます。 ユーザー登録を行う と、 今
後電子メールで製品情報を受け取る
ことができます。 [ ユーザー登録 ] ボ
タンをクリ ックするとユーザー登録
ページへ移動しますので、 必要事項
を記入して ください。

10)インターネッ トブラウザを閉じます。

11)OLYMPUS Stream をインストールした
PC に移ります。 

12)表示されている [有効化ファイルの交換 ]
ダイアログボッ クス上で、 [ 処理された
ファイルの読み込み ] ボタンをクリ ック
します。 ダウンロード したファイルが保
存されているフォルダを参照します。
➤ ダウンロード したファイルのロード

が完了すると、 [ 次へ ] ボタンを選べ
るようになります。
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ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン
4-2-4 コードベースでのソフ トウェアアクテ ィベーシ ョ ン
OLYMPUS Stream をインストールした PC にインターネッ ト接続がな く、 インターネッ ト接続さ
れている PC が他にもない場合は、 文字コードを転送、 入力することでアクテ ィベーシ ョ ンを行い
ます。 スマート フォンなどの携帯機器の使用、 またはアクテ ィベーシ ョ ンホッ ト ラインへ電話する
ことで実行できます。 
入力するコードが非常に長いので、 この方法はインターネッ トに接続している PC がどう しても見
つからない場合にのみ使用して ください。

電話を使ってソフ トウェアをアクテ ィベートする場合、 ソフ トウェアをアクテ ィベートする PC の
そばで電話を使用するようにして ください。カスタマーサポートセンターの担当者にコード  A を読
み上げ、 その後新たに生成されるコード  B を PC に直接入力します。

➤ ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン
が完了すると、 左側のダイアログ
ボックスが表示されます。 

➤ HTML ファイルがデスク ト ップに保
存されます。 このファイルには、 ラ
イセンスに関する重要な情報が記載
されています。

13)この HTML ファイルを印刷します。 ま
た、このファイルを別の PC に保存して、
いつでもこの情報を参照できるようにし
ておきます。

14)[ 次へ ] ボタンをクリ ックして、 ソフ ト
ウェアのインストールを続けます。 

ソフ トウェアのインス トールを開始すると、
自動的に [ ライセンスキーの入力 ] ダイアロ
グボックスが表示されます。

1) ライセンス証明書に記載されたライセン
スキーを入力します。 
➤ ライセンスキーが複数ある場合 ( 追加

のソリューシ ョ ン用など ) はすべて入
力して ください。 

2) [ 次へ >] ボタンをクリ ックします。 

3) 表示された [ライセンスの有効化] ダイア
ログボックスで、 あらかじめ設定されて
いる [ 今すぐ有効化 ( 推奨 )] オプシ ョ ン
のまま [ 次へ ] ボタンをクリ ックします。
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ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン 
4) [ 有効化サーバーへの接続 ] ダイアログ
ボックスで [ サーバーへの接続 ] ボタン
をクリ ックします。
➤ PC は次にアクテ ィベーシ ョ ンサー

バーへの接続を試みます。 接続に失
敗するため、 左側のダイアログボッ
クスが表示されます。

5) [ このオプシ ョ ンは避けて ください : 手動
による有効化は、 このコ ンピュータで
ファイル交換が不可能である場合にのみ
行います ] チェ ックボックスをオンにし
ます。 

6) [ 次へ >] ボタンをクリ ックします。
➤ 次のダイアログボックスが表示され

ます。

7) アクテ ィベーシ ョ ンホッ ト ラインへは営
業時間内にご連絡く ださい。 ご利用の地
域から通話可能な電話番号がダイアログ
ボックスに表示されます。
➤ 通話料はお客様負担となります。 

8) カス タマーサポー ト セン ターの担当者
に、 電話を使ってソフ トウェアライセン
スをアクテ ィ ベー ト するこ と を伝えま
す。

9) コード  A を読み上げます。
➤ または、 スマート フォンなどの携帯

機器を使用して次のサイ ト を開きま
す。 

( h t t p : / /www. o l ympus -s i s . com/code -
activation/)

➤ このサイ トでコード  A を入力後、 [ 送
信 ] ボタンをクリ ックします。

➤ コードの誤入力にご注意ください。  
【特に間違いやすい例】
・ I （大文字のアイ） と l （小文字のエ
ル） または 1 （数字）
・ O （大文字のオー） と 0 （数字）  
・ "-" （ハイフン） も忘れずに入力して
ください。
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ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ン
10)コード  B を入手後 [ ライセンスの手動有
効化 ] ダイアログボックスで [ コード  B]
ボタンをクリ ックします。
➤ [コード Bの入力 ] ダイアログボックス

が表示されます。 

11)コード  B を入力後、[OK] ボタンをクリ ッ
クします。

12)ライセンスが複数ある場合は、 全てのラ
イセンスに対してコード  B を入力するま
で、 手順 9) ～ 11) を繰り返します。

13)[ ライセンスの手動有効化 ] ダイアログ
ボックスで [ 次へ ] ボタンをクリ ックし
ます。

14)ソフ トウェアのアクテ ィベーシ ョ ンが完
了すると、 左側のダイアログボックスが
表示されます。 
➤ HTML ファイルがデスク ト ップに保

存されます。 このファイルには、 ラ
イセンスに関する重要な情報が記載
されています。

15)この HTML ファイルを印刷します。 ま
た、このファイルを別の PC に保存して、
いつでもこの情報を参照できるようにし
ておきます。

16)[ 次へ ] ボタンをクリ ックして、 ソフ ト
ウェアのインストールを続けます。 
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カメ ラの接続とカメラ ド ライバの選択 
4-3 カメ ラの接続とカメラ ド ライバの選択

USB カメ ラではな く  FireWire カメ ラを使用する場合、カメ ラと  PC の接続方法は少し異なります。
いずれも基本的な手順は同じです。支給されているケーブルの一端をカメラのジャックに差し込み
ます。 ケーブルのも う一端は、 PC の対応するボードのポートに差し込みます。 
ただし、 カ メ ラの種類によってこれを行う タイ ミングが異なります。

• インス トール時に USB カメ ラを選択した場合、OLYMPUS Stream のインストールを終えた
後でカメ ラを接続します。通常、カ メ ラ ド ライバはこのときに自動でインストールされます。

• インス トール時に FireWire カメ ラを選択した場合、 OLYMPUS Stream のインストールの最
後に、 FireWire ド ライバを設定するよう メ ッセージが表示されます。次の手順で、 カ メ ラを
PC に接続し、 設定を行います。 通常、 カ メ ラ ド ライバもこのときに自動でインストールさ
れます。

➤ カメ ラの接続の詳細については、 お使いのカメラのマニュアルを参照して ください。

 カ メラ ド ライバを改めてインストールする

1) [ ソフ トウェア検索のため、Windows Update に接続しますか？ ] が表示されたら、 [ いいえ、今
回は接続しません ] を選択し、 [ 次へ >] ボタンをクリ ックします。 

2) 次のダイアログボックスで [一覧または特定の場所からインストールする (詳細)] を選択し、[次
へ >] ボタンをクリ ックします。

3) 次のダイアログボックスで、[ 検索しないで、インストールするド ライバを選択する ] を選択し、
[ 次へ >] ボタンをクリ ックします。
➤ 次のダイアログボックスに適切なカメラ ド ライバが表示されます。

4) カメ ラ ド ライバを選択し、 [ 次へ >] ボタンをクリ ックします。
➤ MS Windows の警告メ ッセージが表示される場合があります。 

このダイアログボックスに表示される情報は、 インス トールには重要ではありません。 [ 続
行 ] ボタンをクリ ックします。

5) [ 新しいハードウェアが見つかりました ] ウィザードの指示に従います。

6) 最後のダイアログボックスで [ 完了 ] ボタンをクリ ックします。 
➤ 正しいカメラ ド ライバが正常にインストールされました。

カ メ ラを PC に接続した際に [ 新しいハードウェアが見つかりました ] ダイアログボックス
が表示された場合、 必要なカメ ラ ド ライバが見つからなかったことを意味します。 ここで、
ド ライバをインストールすることができます。 以下の手順を実行して ください。

OLYMPUS Stream DVD を DVD ド ライブに挿入し、 [ サンプルデータまたはツールのイン
ストール ] を選択すれば、いつでもカメラ ド ライバをインストールすることができます。次
の手順で [FireWire ド ライバの設定 ] を選択し、インス トールウィザードの指示に従います。
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ソフ トウェアの開始と設定
5 ソフ トウェアの開始と設定

5-1 ソフ トウェアの開始

1) ソフ トウェアを開始するには、 MS Windows デスク ト ップ上のこのアイコンをダブルクリ ック
します。

2) OLYMPUS Stream の初回起動時には、 本ソフ トウェアの設定およびキャリブレーシ ョ ンが必
要です。
➤ これについて詳し くは、 次のセクシ ョ ンで説明します。

5-2 ソフ トウェアの設定

ソフ トウェアのインストール後に、システムを設定する必要があります。OLYMPUS Stream では、
顕微鏡の電動部などの部品を正し く制御するために、 この情報が必要となります。

コード式または電動顕微鏡コンポーネン ト使用時の設定における前提条件

コード式または電動式コンポーネン トの顕微鏡を使用する際は、 以下の項目に注意して ください。

• OLYMPUS Stream を実行している PC が、顕微鏡のコン トロールボックスと他の制御ユニッ
ト  ( ある場合。 たとえば、 電動ステージなど ) に接続している。 制御ユニッ ト を PC に接続
する方法の詳細については、 対応する各デバイスのマニュアルを参照して ください。 

• OLYMPUS Stream を起動する前に、 コード式または電動式顕微鏡コンポーネン トの制御ユ
ニッ トの電源が入っている。

• 顕微鏡 ( またはその他の電動 / コード式コンポーネン ト ) と  OLYMPUS Stream を実行してい
るコンピュータ間のインターフェイスが正常に設定されている。

システムを設定するには、 本ソフ トウェアに管理者またはパワーユーザー権限でログオン
する必要があります。OLYMPUS Stream をインストールしたユーザーには、自動的に管理
者権限が割り当てられています。 
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ソフ トウェアの設定 
使用するハードウェアの指定

本ソフ トウェアの初回起動時には、 [ デバイスリスト ] ダイアログボックスが自動的に表示されま
す。 このダイアログボックスを閉じても、 [ 取り込み ] > [ デバイスリスト ] コマンドで再度表示す
ることができます。 このダイアログボックスで、 使用するハードウェアを選択します。 

➤ このダイアログボックスに表示される内容は、 本ソフ トウェアのインストール時に選択し
たハードウェアコンポーネン トにより異なります。 このため、 [ デバイスリスト ] ダイアロ
グボックスの表示が上の画面と異なる可能性があります。

➤ このダイアログボックスの詳細についてはオンラインヘルプを参照して ください。 

指定したハードウェアの設定

必要な項目をすべて選択し確認後に [OK] をクリ ックすると、 [ デバイスの設定 ] ダイアログボック
スが表示されます。 
このダイアログボックスで、 使用するハードウェアについてより詳細な設定を行ないます。 まず、
使用する対物レンズと、 その対物レンズのレボルバ上の位置を指定します。本ソフ トウェアで画像
を取り込む際、 ここで指定した対物レンズのみを選択することができます。 また、 電動の対物レン
ズの場合は、 ここで指定したもののみ制御できます。 本ソフ トウェアでは、 画像のキャ リブレー
シ ョ ンを正し く行なうために、 画像の取り込み時に使用される対物レンズの情報が必要です。 

➤ このダイアログボックスのすべての設定について、 詳細はオンラインヘルプを参照して く
ださい。 
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ソフ トウェアの設定
システムのキャリブレーシ ョ ン

本ソフ トウェアでは、キャリブレーシ ョ ンウィザードを使用して複数のキャリブレーシ ョ ンプロセ
スを実行します。 システムを最適に使用するには、 すべてのキャリブレーシ ョ ンプロセスを実行す
る必要があります。 
[ デバイスの設定 ] ダイアログボックスの [ キャリブレーシ ョ ン ...] ボタンをクリ ックして、 キャリ
ブレーシ ョ ンウィザードを開始します。 システムのキャリブレーシ ョ ンを後で行なう場合は、 [ 取
り込み ] > [ キャリブレーシ ョ ン ...] コマンドを使用します。

➤ 利用可能なキャリブレーシ ョ ンプロセスは、 本ソフ トウェアのインストール時に選択した
ハードウェアコンポーネン トにより異なります。 このため、 [ キャリブレーシ ョ ン ] ダイア
ログボックスの表示が上の画面と異なる可能性があります。

システム復元ポイン ト を作成する

本ソフ トウェアのインストールや、 設定、 キャリブレーシ ョ ンを新し く行った場合、 これらの設定
をシステム復元ポイン ト  (SRP ファイル ) に保存することができます。SRP ファイルは、 コンテナ
のようなもので、 本ソフ トウェアの設定に関するユーザー固有のすべてのデータを格納していま
す。 このファイルの形式は INI、 XML、 TXT、 BIN などさまざまで、 サイズも幅広く異なります。 
システム復元ポイン ト を作成すると、 以下の作業が可能となります。

• コンピュータにインストールされている本ソフ トウェアを、 システム復元ポイン ト作成時の
状態に戻せます。 これにより、構成およびキャリブレーシ ョ ンに対する不要な変更を元に戻
すことができます。

• 本ソフ トウェアを新しいコンピュータにインストールし、 システム復元ポイン ト を使用する
ことで、以前のコンピュータと同じ設定およびキャリブレーシ ョ ン環境を再現できます。 こ
れにより、本ソフ トウェアを実行して顕微鏡の制御を行う コンピュータを簡単に変更するこ
とができます。 

システム復元ポイン トに保存される情報 
• ハードウェア設定 ( 観察手法、 デバイスリスト、 デバイスの設定 )
• キャリブレーシ ョ ンデータ

• レイアウト

• ユーザー非依存パラメータ。これは、システム復元ポイン ト保存時に [ アクセス権限 ] で [ パ
ブリ ック ] が選択されているすべてのパラメータです。たとえば、レイアウト、マクロ、デー
タベーステンプレート、 カ メ ラ設定など、 さまざまなパラ メータがあります。 
注 : ユーザー固有のパラメータ  ( システム復元ポイン ト保存時に [ アクセス権限 ] で [ プライ
ベート ] が選択されているパラ メータ ) はシステム復元ポイン トに保存されません。 
ユーザー固有のパラメータは、必要に応じて各自で保存するようにして ください。 これらは
デ フ ォ ル ト で 各 ユ ー ザ ー デ ィ レ ク ト リ に 保 存 さ れ て い ま す。 た と え ば、
「C:\Users\<username>\AppData\Local\Olympus\OSIS\Stream」 にあります。

• プログラムの追加設定
23



ソフ トウェアの設定 
注 : システム復元ポイン トが復元するのは本ソフ トウェア関連のデータのみです。 たとえば保存後
にオペレーティングシステムに対して複数のアップデート を実行した場合、 [ 取り込み ] > [ デバイ
ス ] > [ システム復元ポイン ト を元に戻す ...] コマンドを実行しても、 これらのアップデートがリ
セッ ト されたり、 何らかの形で変更されることはありません。 

システム復元ポイン ト を作成する

1) [ 取り込み ] > [ デバイス ] > [ システム復元ポイン トの作成 ...] コマンドを選択します。 
➤ メ ッセージボックスが開き、 この操作によりソフ トウェアが再起動されるという メ ッセー

ジが表示されます。 

2) [OK] ボタンをクリ ックして、 プロセスを続行します。
➤ MS Windows エクスプローラーが開きます。

3) システム復元ポイン ト  (SRP ファイル ) の保存先を指定して、[ 保存 ] ボタンをクリ ックします。
? SRP ファイルは、 システムの設定が保存されているコンピュータには保存しないで くださ

い。 さもないと、 コンピュータが予期せず使用不能になった場合に、 システム復元ポイン
ト も失われます。

➤ ソフ トウェアは自動的に終了し、 再起動します。

システム復元ポイン ト を使用して復元する

注 : システム復元ポイン トは、 デフォルトで、 本ソフ トウェアが同じバージ ョ ンである場合にのみ
使用できます。新しいバージ ョ ンのソフ トウェアに対して古いバージ ョ ンのシステム復元ポイン ト
を使用しよう とすると、 エラーメ ッセージが表示されます。 ただし、 バージ ョ ンの違いがわずかで
ある場合もあるので、 試してみることはできます。 

1) [ 取り込み ] > [ デバイス ] > [ システム復元ポイン ト を元に戻す ...] コマンドを選択します。 
➤ メ ッセージボックスが開き、 この操作によりソフ トウェアが再起動されるという メ ッセー

ジが表示されます。 

2) [OK] ボタンをクリ ックして、 プロセスを続行します。
➤ MS Windows エクスプローラーが開きます。

3) システム復元ポイン ト  (SRP ファイル ) の保存場所を参照して、 ファイルを選択します。

4) [ 開く ] ボタンをクリ ックします。
➤ ソフ トウェアは自動的に終了します。
➤ システム復元ポイン トに保存された設定で、 ソフ トウェアが再起動します。 
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5-3 最初の画像の取り込み

ソフ トウェアの設定とキャリブレーシ ョ ンを終えたら、画像を取り込むことができます。以下の手
順を実行して ください。

1) [ 取り込み ] レイアウトに切り替えます。それには [ ビュー] > [ レイアウト ] > [ 取り込み ] コマン
ドを使用します。

2) または、 [ 顕微鏡制御 ] ツールバーで、画像の取り込みに使用する対物レンズのボタンをクリ ッ
クします。画像を適切にキャリブレーシ ョ ンするには、使用する対物レンズの情報が必要です。 

➤ 電動の顕微鏡をご使用の場合は、 選択した対物レンズが自動的に光路に入ります。 

3) 手動の顕微鏡をご使用の場合は、 手動でレボルバを回転させて対物レンズを光路に入れます。 
➤ 注 : 手動の顕微鏡をご使用の場合、画像を取り込むたびに [ 画像キャリブレーシ ョ ン ] ダイア

ログボックスを表示することをお勧めします。 この機能を有効にするには、 [ 取り込み設定
] ダイアログボックスで [ 取り込みの後、 倍率を確認する ] チェ ックボックスをオンにしま
す。 
[ 画像キャリブレーシ ョ ン ] ダイアログボックスで、 使用する対物レンズの倍率を確認した
り変更したりすることができます。 これにより、 画像を正し くキャリブレーシ ョ ンできま
す。 この機能の詳細についてはオンラインヘルプを参照して ください。

4) [ カメ ラ制御 ] ツールウィンドウで [ ライブ ] ボタンをクリ ックします。

➤ ライブ画像が表示されます。

5) 観察したい標本位置がライブ画像に表示されるように顕微鏡を操作します。 それには、 手動ま
たは [ ステージナビゲータ ] ツールウィンドウを使用して、 ステージを移動します。

6) 手動または　 [ 顕微鏡制御 ]　 ツールウィンドウを使用して、 標本に焦点を合わせます。 

7) 色再現の状態をチェ ッ クします。 必要に応じて、 ホワイ トバランスを実行します。 それには、
[ROI のホワイ トバランス ]　ボタンをクリ ックします。 
このボタンは、 [ カメ ラ制御 ] ツールウィンドウのツールバーにあります。

8) 露出時間を確認します。露出時間は、自動で決定することも、手動で入力することもできます。
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最初の画像の取り込み 
9) [ 解像度 ] グループで解像度を選択します。 

10)[ カメ ラ制御 ] ツールウィンドウで [ スナップ ] ボタンをクリ ックします。
➤ 取り込まれた画像がドキュメン トグループに表示されます。 
➤ データベースが開いていて、 初期設定を変更していない場合は、 [ 画像の挿入 ] ダイアログ

ボックスが表示されます。 

11)開いているデータベースがない場合は、[ファイル ] > [別名で保存 ...] コマンドで画像を保存しま
す。 画像は TIF 形式で保存するようにして ください。
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6 サービスアップデートの使用

Olympus Soft Imaging Solutions GmbH は、 本ソフ トウェアに対するサービスアップデート を無料
でダウンロードできる [ サービスアップデート ] Web ページを多言語で提供しています。サービス
アップデートは、 インストールされている既存のソフ トウェアを拡張または最適化します。

たとえば新しいデバイスをサポートする機能拡張や、既知の問題に対する解決策やバグ修正などの
改善を行います。サービスアップデートの問題解決範囲は、 ソフ トウェアリ リースと比べるとかな
り狭く なっています。 

サービスアップデート を表示してダウンロードする 

本ソフ トウェアに関連するサービスアップデートは、 Olympus Soft Imaging Solutions GmbH の 
[ サービスアップデート ] Web ページで確認できます。 各サービスアップデートについて、 その内
容についての詳細な情報を含む説明が記載されています。 
サービスアップデート をインストールするには、まず適切なファイルをダウンロードする必要があ
ります。 サービスアップデートのファイル拡張子は EXE です。 EXE ファイルをダブルクリ ックす
ることにより、 インストールを開始できます。サービスアップデートが自動的にインストールされ
ることはありません。サービスアップデート をインス トールする前に、本ソフ トウェアを終了する
必要があります。

サービスアップデートの確認を自動または手動で開始する 

インストール後に本ソフ トウェアを初めて起動するときに、インターネッ ト上で利用可能なサービ
スアップデートの有無を自動的に確認するかどうかを指定できます。 
初期設定を変更しないと、本ソフ トウェアの起動時に自動的に新しいサービスアップデートの有無
は確認されません。 この場合、定期的にサービスアップデートの確認を手動で開始する必要があり
ます。 
本ソフ トウェアを実行しているコンピュータがインターネッ トにアクセスできる場合は、 インス
トール後に本ソフ トウェアを初めて起動するときに、新しいサービスアップデートの有無を自動的
に確認する頻度 ( たとえば毎日または毎月 1 回 ) を指定できます。 これらの設定は、 プログラムオ
プシ ョ ンで後からいつでも変更できます。 
更新の確認が手動または自動のどちらで開始されたかにかかわらず、新しいサービスアップデート
が利用可能な場合は、 サービスアップデートに関する情報および Olympus Soft Imaging Solutions
GmbH の [ サービスアップデート ] Web ページへのリンクを含むダイアログボックスが表示されま
す。 新しいサービスアップデート をインス トールすると、 このプログラムはそれ以降のサービス
アップデートの確認では表示されな く なります。

インターネッ トにアクセスできないコンピュータでサービスアップデート を
インストールする

本ソフ トウェアを実行しているコンピュータがインターネッ トにアクセスできない場合には、サー
ビスアップデート をインターネッ トにアクセスできる別のコンピュータでダウンロード し、たとえ
ば USB メモリにコピーします。この USB メモリを、本ソフ トウェアを実行しているコンピュータ
に挿入することにより、 そこからサービスアップデート をインストールできます。

既にインストール済みのサービスアップデート を表示する 

サービスアップデートはユーザーに依存しません。 つまり、サービスアップデート をインストール
すると、 そのプログラムは本ソフ トウェアの他のすべてのユーザーによっても使用されます。サー
ビスアップデートのインストールには管理者権限が必要です。
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サービスアップデートのインストール 
既にインス トール済みのサービスアップデートは、 本ソフ トウェアのシステム情報で確認できま
す。

6-1 サービスアップデートのインストール

サービスアップデート をインス トールには、 下記の手順を実行します。 この手順は、 以下の前提条
件が満たされている場合に有効です。

• 本ソフ トウェアを実行しているコンピュータがインターネッ トにアクセスできる。

• 本ソフ トウェアでサービスアップデートの自動チェ ックが無効になっている。

• 本ソフ トウェアに対する新しいサービスアップデートが公開されている。

• 本ソフ トウェアに対する管理者権限を持っている。

• EXE ファイルをインターネッ トからダウンロードできる。

1) 本ソフ トウェアを起動します。

2) [ ヘルプ ] > [ サービスアップデートの確認 ...] コマンドを選択します。
➤ これにより、 本ソフ トウェアに対して利用可能なサービスアップデートの確認が手動で開

始されます。

3) [ オンラインで確認 ] ボタンをクリ ックして、Soft Imaging Solutions GmbH の [ サービスアップ
デート ] Web ページで、本ソフ トウェアに対して利用可能なサービスアップデートの有無を確
認します。 
➤ 利用可能なサービスアップデートがある場合には、 [ 利用可能なサービスアップデート ] ダ

イアログボックスが表示されます。

4) このダイアログボックスで https://serviceupdates.olympus-sis.com リンクをクリ ックして、
Olympus Soft Imaging Solutions GmbH の [ サービスアップデート ] Web ページにアクセスし
ます。
➤ Web ページがインターネッ トブラウザに表示されます。

5) 本ソフ トウェアおよび製品バージ ョ ンが正し く選択され、 またコンピュータで実行されている
オペレーティングシステムも選択されていることを確認します。
➤ 本ソフ トウェアによりこのデータが Olympus Soft Imaging Solutions GmbH の [ サービス

アップデート ] Web ページに転送されるため、 通常はこの情報は正し く選択されているは
ずです。 

6) 各サービスアップデートの右側に表示される [ 詳細 ] ボタンをクリ ックします。 
➤ [ サービスアップデートの詳細 ] ダイアログボックスが表示されます。

7) サービスアップデートの内容に関する情報を読み、 メ ッセージボックスを閉じます。

8) 本ソフ トウェアを終了します。 サービスアップデートのインストール中は、 本ソフ トウェアが
起動していてはいけません。

9) また、 MS-Word および MS-PowerPoint も終了します。 これは、 サービスアップデートに
Olympus MS-Office アドインのより新しいバージ ョ ンが含まれる可能性があるためです。 より
新しいバージ ョ ンは、 MS-Word および MS-PowerPoint が終了されている場合にのみインス
トールできます。

10)[ 詳細 ] ボタンの右側の [ ダウンロード ] をクリ ックして、サービスアップデート をダウンロード
します。
➤ ブラウザによっては、 ファイルを保存するかまたは実行するかを確認するメ ッセージが表

示されます。 この場合、 ファイルを保存することを選択します。

11)ダウンロード したファイルを、 ブラウザのダウンロード フォルダまたは任意のフォルダに保存
します。 サービスアップデートのファイル拡張子は EXE です。
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12)実行 EXE ファイルをダブルクリ ックします。または、ブラウザに利用可能なダウンロードに関
するダイアログボックスが表示される場合は、 [ 実行 ] ボタンをクリ ックします。
➤ [< サービスアップデート名 > InstallShield ウィザード ] が表示されます。 進行状況バーにイ

ンストールのステータスが表示されます。
➤ インストールが終了すると、 インス トールが完了したという メ ッセージが表示されます。

13) [ 完了 ] ボタンをクリ ックしてダイアログボックスを閉じます。

14)本ソフ トウェアを再度起動します。 

15)新しいサービスアップデートが本ソフ トウェアに表示されることを確認します。それには、[ ヘ
ルプ ] メニューの [ バージ ョ ン情報 ] コマンドを選択します。[ バージ ョ ン情報 ] ダイアログボッ
クスで [ システム情報の詳細 ] ボタンをクリ ックします。 ダイアログボックスのツリービュー
で、 [ サービスアップデート ] を選択します。
➤ これにより、 インストールされているすべてのサービスアップデートの概要が表示されま

す。 新たにインストールしたサービスアップデート もこのリス トに表示されているはずで
す。

16) さらに他のサービスアップデート をインス トールするには、 上記の手順を繰り返します。 サー
ビスアップデートは一度に 1 つずつインストールする必要があることに注意して ください。一
度に複数のサービスアップデート をインス トールすることはできません。ただし、Olympus Soft
Imaging Solutions GmbH の [ サービスアップデート ] Web ページで、 一度に複数のサービス
アップデート をダウンロードすることはできます。

本ソフ トウェアを実行しているコンピュータがインターネッ トにアクセスで
きない場合

本ソフ トウェアを実行しているコンピュータがインターネッ トにアクセスできない場合は、上記の
手順に加えて、 以下の手順を実行する必要があります。

• インターネッ トにアクセスできるコンピュータで、サービスアップデートの有無を確認しま
す。

• ブラウザのアドレス欄に 「https://serviceupdates.olympus-sis.com」 と入力し、Olympus Soft
Imaging Solutions GmbH の [ サービスアップデート ] Web ページで、 正しいソフ トウェア
および製品バージ ョ ンを選択します。 また、 コンピュータで実行されているオペレーティン
グシステムも選択します。 

• [ 結果の表示 ] ボタンをクリ ックします。該当するサービスアップデートが表示されます。内
容に関する情報を表示し、 サービスアップデート をダウンロードできます。

• EXE ファイルをデータ記憶媒体 (USB メモリなど ) にコピーします。この USB メモリを、本
ソフ トウェアを実行しているコンピュータに挿入し、 EXE ファイルを実行します。 たとえ
ば MS-Windows エクスプローラでフ ァイルをダブルク リ ッ クするこ とにより実行できま
す。 
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7 ソフ トウェアのディアクテ ィベーシ ョ ン

ソフ トウェアのライセンスをディアクテ ィベートする際も、 必ず Olympus のセン ト ラルアクテ ィ
ベーシ ョ ンサーバーで行います。 本ソフ トウェアのステータスが、 このサーバー上で 「ディ アク
テ ィベート」 となっていることが重要です。 その場合のみ、 このライセンスを再びアクテ ィベート
することができます。

アクテ ィベーシ ョ ンと同様、 ディアクテ ィベーシ ョ ンの方法はインターネッ ト接続の有無と、使用
する PC によって異なります。 アクテ ィベーシ ョ ンと同じ方法で行います。

1) インターネッ トベースでのディアクテ ィベーシ ョ ン 
➤ ソフ トウェアのディアクテ ィベーシ ョ ンを行う  PC がインターネッ トに接続されている場

合、 ディアクテ ィベーシ ョ ンはインターネッ ト経由で自動的に行われます。 もっとも早く
手軽なため、 この方法をとることをお勧めします。 

2) ファイルベースでのディアクテ ィベーシ ョ ン
➤ ソフ トウェアのディアクテ ィベーシ ョ ンを行う  PC がインターネッ トに接続されていない

場合、 ディアクテ ィベーシ ョ ンはインターネッ トに接続されたほかの PC を介して行われ
ます。 
ディアクテ ィベーシ ョ ンには、 追加の手順が必要となります。 ディアクテ ィベーシ ョ ンが
完了したことを示す確認ファイルを、 Olympus のセン ト ラルアクテ ィベーシ ョ ンサーバー
にアップロードする必要があります。 この追加ファイルをアップロード してはじめて、 本
ソフ トウェアのステータスがアクテ ィベーシ ョ ンサーバー上で 「無効」 となります。

3) コードベースでのディアクテ ィベーシ ョ ン
➤ スマート フォンなどの携帯機器の使用またはアクティベーシ ョ ンホッ ト ラインへ電話して、

文字コードの転送と入力によりソフ トウェアをアクテ ィベート した場合、 ディアクテ ィ
ベーシ ョ ンもコードベースで行う必要があります。 

どの方法でディアクテ ィベーシ ョ ンしても、 クライアン ト  PC とアクテ ィベーシ ョ ンサーバー間で
交換されるデータは基本的に同じです。 データには個人情報は一切含まれません。

この OLYUMPUS Stream ソフ トウェアを同じ  PC または別の PC に再度インストールする
場合は、 ソフ トウェアをディアクテ ィベートする必要があります。 Olympus ライセンス情
報にも記載されている以下の項目に注意して ください。

以下の作業を行う前に、 お使いのライセンスをディアクテ ィベートする必要があります。 
• 別のコンピュータでライセンスを使用してアクテ ィベートする

• 前に作成した復元ポイン ト を使用する

• バックアップファイルをインストールして、 システムを復元する

• コンピュータのハードウェアコンポーネン ト を変更する

• オペレーティングシステムを再インストール、 または変更する
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ソフ トウェアディアクテ ィベーシ ョ ンの際に交換されるデータ  

最初のディアクテ ィベーシ ョ ンでは、要求ファイル (RAF ファイル ) とプロセスファイル (PAF ファ
イル ) が、 自動的にインターネッ ト経由で Olympus のセン ト ラルアクテ ィベーシ ョ ンサーバーに
送られます。 
2 番目のディアクテ ィベーシ ョ ンでも、 同じファイルが交換されます。 しかしこの方法では、 ファ
イルはアクテ ィベーシ ョ ンサーバーへの手動アップロードおよびダウンロードにより転送されま
す。 ディアクテ ィベーシ ョ ンの最後に確認ファイル (CAF ファイル ) を保存し、 アップロードする
必要があります。 
3 番目のディアクテ ィベーシ ョ ンでは、 アクテ ィベーシ ョ ンホッ ト ラインへの電話などを利用し、
文字コードを交換します。
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7-1 インターネッ トベースでのディアクテ ィベーシ ョ ン

1) PC 上のすべてのライセンスをディアク
テ ィ ベ ー ト す る 場 合 は、 OLYMPUS
Stream を開始し、[ ヘルプ ] > [ ライセンス
の無効化 ...] コマンドを選択します。

2) ダイアログボックス内の情報を読み、 [ す
べてのライセンスの無効化 ] ボタンをク
リ ックします。 

3) [ 無効化 ] ボタンをクリ ックします。 
➤ PC は次にアクテ ィベーシ ョ ンサー

バーに接続します。
➤ ディアクテ ィベーシ ョ ンが完了する

と、 [ 無効化が成立しました ] ダイアロ
グボックスが表示されます。

➤ ライセンスについての最新情報を含む
ファイルが、 デスク ト ップに保存され
ます。

➤ この HTML ファイルを印刷します。 ま
た、 このファイルを別の PC に保存し
て、 いつでもこの情報を参照できるよ
うにしておきます。

4) [ 閉じる ] ボタンをクリ ックします。

フ ァ イルベース と コー ド ベースのデ ィ アク
テ ィベーシ ョ ンに関する注意点

フ ァイルベースと コードベースでのディ アク
テ ィベーシ ョ ンは、基本的にアクテ ィベーシ ョ
ンの手順と同様です。
フ ァ イルベースでのディ アクテ ィベーシ ョ ン
の場合、ディアクテ ィベーシ ョ ンの完了後に確
認フ ァイルをアクテ ィベーシ ョ ンサーバーに
アップロードする必要があります。
下記アド レスを入力し、 アクテ ィベーシ ョ ン
サーバーへアクセスして ください。
h t t p : / / w w w . o l y m p u s - s i s . c o m / f i l e -
deactivation/
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8 ソフ トウェアのアンインストール

アンインストール対象

アンインス トールされるのは OLYMPUS Stream ソ フ ト ウェアだけです。 Microsoft SQL Server
Express データベース管理システムをインストールした場合、 このインストールは PC に残ったま
まとなります。

ソフ トウェアのアンインストール 

1) Microsoft Windows を開始します。

2) 提供された DVD を DVD ド ライブに挿入します。
➤ この DVD を使用できない場合は、 この章の最後に記載されている情報を参照して くださ

い。

3) [ 自動再生 ] ダイアログボックスが表示されたら、 [setup.exe の実行 ] をクリ ックします。

4) [ ユーザーアカウン ト制御 ] ダイアログボックスが表示されたら、 [ はい ] をクリ ックします。

5) [複数のインストールを決定 ] ダイアログボックスが表示されたら、[ イメージングソフ トウェア
の保持 ] オプシ ョ ンを選択します。 [ 次へ >] ボタンをクリ ックして、 処理を続行します。
➤ [ 処理の選択 ] ダイアログボックスが表示されます。

6) [ イメージングソフ トウェアのアンインストール ] オプシ ョ ンを選択します。[ 次へ >] ボタンを
クリ ックして、 処理を続行します。
➤ [ ライセンスの無効化 ( 随意 )] ダイアログボックスが表示されます。

7) [ ライセンスの無効化 ( 推奨 )] オプシ ョ ンを選択します。[ 次へ >] ボタンをクリ ックして、処理を
続行します。
➤ 注 : ライセンスをディアクテ ィベートせずにソフ トウェアをアンインストールすることも可

能ですが、 他の PC に本ソフ トウェアをインス トールしてもアクテ ィベートできないので、
注意して ください。

8) ディアクテ ィベーシ ョ ンを実行します (32 ページを参照 )。 
➤ アンインストールは、 ディアクテ ィベーシ ョ ン完了後に始まります。
➤ ディアクテ ィベーシ ョ ンが完了すると、 メ ッセージボックスが表示されます。

9) 確認して、 [ 完了 ] ボタンをクリ ックします。
➤ OLYMPUS Stream のインストール時に DP21 または DP26 カメ ラを選択した場合、 デフォ

ルトの IEEE1394 デバイスド ライバがオリンパス固有の IEEE1394 デバイスド ライバに置
き換えられています。 デフォルトの IEEE1394 デバイスド ライバは、 OLYMPUS Stream を
アンインストールしても自動的に有効にはなりません。 [ デバイスマネージャー ] > [ イメー
ジング デバイス ] ダイアログボックスでこのド ライバを手動でリフレッシュする必要があ
ります。

Microsoft SQL Server Express データベース管理システムは、コン ト ロールパネルからしか
削除できません。 削除すると、 そのデータベースをも う開く ことはできません。 このため、
まず初めに今後データベースを決して使用することがないこと、 またすべてのデータベー
スのバックアップを作成していることを確認して く ださい。 データベース管理システムの
削除は、 上記の確認後に行います。

OLYMPUS Stream をアンインストールするには、 PC に管理者としてログオンして くださ
い。
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本ソフ トウェアに同梱された DVD を使用できない場合

お使いのオペレーテ ィ ングシステムの機能を使用して、 ソフ トウェアをアンインス トールできま
す。 たとえば Windows 7 の場合は、 右下の [ スタート ] ボタンをクリ ックし、 [ コン ト ロールパネ
ル ] > [ プログラム ] > [ プログラムのアンインストール ] を選択します。 この場合、 事前にソフ ト
ウェアをディアクテ ィベート してお く必要があります (32 ページ参照 )。 オペレーテ ィングシステ
ムのアンインストール手順では、 ディアクテ ィベーシ ョ ンを行う ことができません。
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